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女子 占領軍の 全員が ビ— ルを ラッパの みに している よ 

うな 気概が あふれ、 占領軍の 素質と して は 甚だしく 勇 

敢な 部類に 属する よう だ。 我々 の 祖国 はこの 十 何年 間 

人の 国 を 占領したり、 自分の 国 を 占領され たり、 占領 

と いう ことにつ いて 往復 多忙 をき わめた が、 ここの 娘 

子 軍の ように 懐疑心がなくて、 ボ— ジャク 無人の 独裁 

的 占領軍 は 珍ら しい。 

この 占領軍が 余人 を 寄せつ けない から (男の子の 中 

途 ハン パな 情熱で はとても 切符が 買え ない らしい や) 

男の子 は なかなか 見物が できない らしい が、 宝 塚 少女 

歌劇 そのもの は、 相当に マツ トウな 劇で も あ リシ ョォ 



でもありません。 

ただし、 これ は 敗戦 後の 新 現象です ね。 戦前の 宝 塚 

はこうではなかった よう だ。 当然の 男女 関係の マット 

ゥな 表現 も 言葉 も 筋立て も 封せられ て、 宝 塚 的な 妙な 

男女 関係、 火星人に も 考えられな いような フシ ギな中 

性 動物が 現れて くるの だから、 生きた 人間と 血 は 通わ 

なかったろう。 公然 ワイセ ッ 陳列 罪な どと いうの が あ 

るそう だが、 戦前の 宝 塚 はこれ を アベ コ ベ に 人間 歪曲 

罪と 申す ベ き や。 不当に 人間 を 歪めて 涙 をし ぼらせ タ 

メイ キを もらさせ たりす るの も 罪の 一 つ だと 私 は 思う 

な。 セ ップン という 言葉 も K わない というよ うな こと 



この 動きの 基本 を 定める とすると、 さて、 いかなる 

ことに 相 成る か。 眺めて いると、 そういう ことが 気に 

かかって くる。 日本語の 文法よりも、 もっと、 もっと 

とりとめのない 感じ だな ァ。 碁 将棋に は 定跡が あるし、 

武術に は 型が あるが、 それ は 基本と は 違うよう だ。 柔 

道で はまず 転び 方 を 教える が、 この 方が 基本に ちかい 

ものだろう。 私 は ボン ャリ 考え こんで しまいました よ。 

よ ろず 学び， > J とに 基本と か 教程が 定まらな いという こ 

と は、 それ を 実地に 見せつ けられる と、 実に タ ヨリな 

く、 侘しい 気持が する ものです ね。 

予科 は 一年し かない。 翌年 はもう 舞台に でる。 「虞 



美人」 では 兵隊 さ ん の 多くが 今春 初舞台 の 少女 たちだ 

そうだ。 使い方が 巧み だから、 へタが 目立つ ような 稚 

拙な 構成 は 見られない。 今年の 一 年生 は 三十 一 名で A 

Be 三組に わかれ、 一週の 授業 は、 日舞、 ダンス、 声 

楽が 各 八 時間。 ピアノ、 演劇 各 三時 間。 英語と 国語が 

二 時間ず つ。 楽典と 教養が 一時間ず つに なって いる。 

むかし は 礼儀作法から 女学校の 一 通りの 学問 を 教えた 

そうだが、 今 は 新制中学 当年 卒業が 入学 資格で、 一 般 

教養 はすで に 終了と 認めて 専門教育に 重点 をお いてる 

そうだ。 

私 は 三年 ほど 前に、 某 撮影所の 迎えの 人に 無理 ムタ 



てると， ，- ろで ある。 

宝 塚の 学校に はこん な 異様な マ— ケット の 風 は 全然 

吹いて いません。 教室 も 生徒 も 他の 女学校と 見た とこ 

ろ 同じような もので、 タダの 女学校の 教室よりも 揃つ 

て マジ メに 授業 を うけてい るォモ ムキは ハツ キリして 

いる けれども、 特に 血のに じむよう な 気魄が こもって 

いると ころ は 全くありません。 要するに ョソ 見に ふけ 

る 生徒が いない 程度の 熱心 さなので ある。 未来の ス 

タ ー の 卵と 云っても、 十五 六と いう 年齢 は 育ち 盛りと 

い う 春の 草木の ような 目 ざまし さが 目に つ くば かりで 

容姿 は その 裏に 没して あまり 目立た な いのであろう。 



場に たたずむ 生徒た ち は、 たのしそう である。 戦場の 

難民が 占領軍の 掲示 場に たたずんで いるよう な 全身に 

赤々 と 千里の 斜陽 を あびて る 面影 は 全然ない。 どこの 

世の 掲示 場に も 拭い きれない 生活の 重さ 暗 さが ジット 

リ影を 落して いるもの であるが、 ここ だけ は 税金の 相 

談は 事務所へ、 だの、 火の 用心 だのと 一 応 世間 並の S 

OS が はりだされ ていても、 拭い きれない 生活の 暗 さ 

や、 背に しがみついた 人生の 重さ は、 たしかにな いね。 

この 掲示 場へ ゥ カツに もた たずんだ 私 だけが ただ 一 人 

の 難民で、 彼女ら ぐらい 保護に なれた アンチ 難民 的存 

在 もない ような 気がした。 



軍 は 多くの ことに は 慾 念がない。 というの は、 学問 も 

ないし、 したがって 興味 もない し、 サビを 愛する よう 

な 心境 もない。 当り前 だ、 ジジィ や ババァ のように サ 

ビを 愛して いられる もの か、 と 抗議 を 申し こんで はィ 

力 ミガタ 

ケ ませぬ。 どうも 上方に 知人が あって、 そこの ゥチに 

娘が 居る と、 来客に 対して ムャミ にお 茶 (ォ ウスと 云 

うの かね) を 一服 もりた がるので こまる。 もう タク サ 

ン だと 云わない と 二 服で も 三 服で ももりたがる。 娘 や 

婆さんが 犬の 出入口の ような 小さな 穴から ムリに 現れ 

て 一 服 もる ので ある。 人の ゥチゃ 人の 町が 戦争で 焼け 

てし まえと いうよう な こと は 冗談に も 云う ベ きで はな 



の 気風で あるか も 知れません。 

植物園の 中には 五十 米， >N — ル もあった が、 子供が 

三人 ジャブ ジャブ 遊んで いただけで あつたし、 馬場 も 

あって、 緑の 乗馬服 をり りしく 身に つけた 娘 調教師と 

数 頭の タ ダモノで はない らしい 立派な 馬 も チャンと 

揃ってお 客 を 待って る 様子 だけれ ども、 例によって 他 

に 人影 は 殆どな く、 劇場と 動物園の ほか は 全ての もの 

が 存在の 目的 も 理由 も 失って いる。 だから、 タ ダモノ 

ではない らしい 立派な 馬 も 仕方なく ブラ ブラした リ逆 

上 的に 走り かけて みたり 諦めて みたり している し、 美 

しい 緑の 乗馬服に ピカピ 力した 乗馬靴 を はいて チャン 



ノの 馬と 象 を 用いて いた。 春 日 野、 神代 両 嬢が 項 羽と 

劉 邦に 扮 して 最初に 登場す る 時 は 舞台の 両側から ホン 

モノの 馬に のって 現れる。 春 日 野 嬢 はま さに 帝王の 様 

式の 如くに 白馬に またが つて いらせられた。 

すべて 芸術 は ガクブ チだ の 舞台 だ の と 限定 や 制約 か 

らくる 約束が あって、 要するに ナ マの 写実 ゃナ マの 

うつしみ 

現 身は芸 ではない と 云っても、 それ は 人間に ついての 

ことで、 二人の 人間が 馬の 着物 を かぶって 一匹の 馬に 

なった ッ モリら しく シャン/^ と 鈴 をなら して 現れる 

怪物 は、 それが 約束と いう もんだ とい くら その 道の 奥 

儀 を 説いて きかせられても、 ゥ ー ム、 そうか、 これが 



象 は 動物園 を 所有して いる この 根拠の 大 劇場で だけし 

か 使えない のか も 知れない。 しかし 諸事に 於て 日本 全 

体が 不備 だらけの 敗戦 直後の 今日で はムリ であつ て も、 

多少の ムリも 覚悟の 上で 象で も 鯨で も 公演 地へ 輸送す 

る 心構え は 必要であろう。 出演 時間が 十 秒 か 三十 秒の 

もので あっても、 その 効果の 必然性が 算定され ている 

舞台なら 諸事に 手落ち も 手抜き もな く 再演 を 期して ゆ 

ずらない のが 芸道の 良心、 芸術家 の 支えと いう もの だ。 

しかし そのような 本建築 的な 心構え はこ この 先生方に 

は 一番 期待が もてる ようで ある。 とにかく 単に コケォ 

ドシに ホン モノ を K うのではなくて、 それ を 使う 必然 
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